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ボール・ヴァレリーの詩における〈眠る女〉の主題

鳥山定嗣 Teiji TORIYAMA 

ヴアレリーの詩には〈眠る女〉を詠ったものが多くあるυ．いま，この主題

をく載り〉とく女〉に分けてみれば，〈眠り〉とは，ヴァレリーが『カイエJ

において繰り返し誇いつづけた関心事の一つ，意識のメカニズムを解明しよ

うとする知性を惹き付けてやまない謎めいた簡であり2），他方，く女〉と誌，生

に主に四人の女性を熱烈に愛しその都度儲み苦しみながら苑ぬまで追い

求めたヴァレリーが破壊しきれなかった鍔鎌，いわば知性を鋳像に戴く「テ

スト氏Jの街敵ともいうべき後自身の脆く感じやすい蔀分（感性・心情）を

激しく揺るがすような事主であったお．眠りの神経と女体の官接性を葉ね嫡え

たく眠る女〉とはそれゆえ， f絶えず自覚めている顕脳4)Jというヴァレリーの

理？慢の対極にありながら，彼を魅了してやまない存在であると雷えようむ
ヴァ＞J;r.ーション

ヴァレリ…のf乍品に眠る女という主題のさまざまな変奏があることを指摘

したジ、ょにームズ・ローラーは， f糸紡ぎの女J「眠れる森」「バレエ」「アンヌJ

fわが夜…j「眠る女J「見せかけの死女j計七壌の詩を年代搬に議仏最後に

Ji援る女を詠った詩人としては，｛患にエドガ…・ポーい百ieSleeper ≫, 1841)，ステファヌぁ
マラルメいTristessed’ete沙， 1866），ピエーJv・Jvイスい LaDormeuse >>, Les Chansons de 
Bilitis, 1895），ライナ…・マリア・リルケいI」2Dormeuse ≫. 予告rges,1926），ジュール・シュベ
ルヴイエルいい Dormeuse≫, 1939-1945, 1946）などがいる。また小説では，限るアルベル
チーヌを撞いたマルセル・ブルーストが挙げられる．なお， I} yレケはヴァレリーの f魅惑j詩
矯（「眠る女jを含む）をドイツ語に訳している．
21ヴァレリ…における限りおよヴ夢の主繕については， fヴァレリ…集成II（夢〉の幾持学j塚
本昌則編訳，筑摩書房， 2011の解説に詳しい．
3）ヴァレリーと間人の女性との鵠係については，清水雛 fヴァレリー一一知性と感性の相克i
岩波新書， 2010を参照のこと
41 ＊＇ードレールが『ょにドガー・ポー，その生謹と作品 Jのなかで引用したポーを評するオズ
グッド夫人の首葉をヴァレリーは務千表現を変えて fカイエjに度々 引用し，それを自らの康
おの銘とした Cf.Cahiers, tac-simile i話会gral,29 vol吋 C.N.R.S.,1957欄1962［以下C,I, Iしと轄すJ,
vol.ロII,p. 489 I Cahiers, 2 vol吋 Gallimard，《Bibliothequede la Pleiade珍， 1973et 1974 ［以下Cl,
C2と略す］，vol. 1, p. 175. Cf. aussi C, XXI, 702 /Cl, 177; C, :XXVII, 234 /Cl, 376. 



『アガート』に触れている5）.『若きバルクJや詩集『魅惑』に比べてあまり注

目されない『旧詩帖JAlbum de vers anciensの詩篇を取り上げた意義は大きく，

眠る女の主題に関して示唆に富む指摘をしているが ヴァレリーの詩におけ

る眠る女の二つの在りょう，つまり眠る女を外から見るのか，あるいは眠る

女自身が眠りにつく自分を内から見るのかという重要な点が区別されていな

しE

本稿ではそれゆえ，まず眠る女を詠ったヴァレリーの詩を概観した上で，

〈外から見る〉と〈内から見る〉という二つの視点から，ヴァレリーの詩にお

いて眠る女がどのように表現されているかを考察してみたい6).

｜．眠る女を詠ったヴァレリーの詩

眠る女を詠ったヴァレリーの詩を挙げれば，夕暮れどき窓辺で夢の糸を紡ぎ

ながらうたた寝する「糸紡ぎの女j，ベローやグリムの童話でお馴染みの眠り

姫を詠った「眠れる森j，夏の海に陽を浴びてまどろむ少女を描いた「夏」，

明け方ベッドに死んだように横たわる娼婦「アンヌ」がある．これら四篇の

詩は1891年から1900年にかけて雑誌発表された後，再び手を加えた上で1920

年『旧詩帖jに収録されたものである．また，生前発表されることはなかっ

たが， 1892年友人アンドレ・ジッドに送った自撰詩集『彼の詩7）』のー篇「バ

レエJにも金色の眠りをたたえた女性が詠われている．以上はいずれも眠る

女を外から描いたものであるのに対し，『アガートJと『若きパルク』では眠

る女自身が眠りにつく自分を観察する．「二年三年または十年眠りつづける

女8）」がその間ずっと見ていた夢を目覚めてから語るという構想のもと，主に

1898年から1902年にかけて執筆された『アガートJ（未完）は，睡眠下の意識

のありょうを覚醒した意識を保ったまま表現しようとした物語ないし散文詩

5> James Lawler.，《Luddite,phrenix de ce vertige ... ≫,Modern Language Notes, June, 1972, repris 

dans The Poet as Analyst, University of California Press, 1974. 
ひと

6）口頭発表ではポーの「眠る女」とヴアレリーの眠る女を比較し両者が幾つかの点で、際立つ

た対照をなすと指摘したが，紙幅の都合上，本稿では割愛した

7）ヴアレリー自らSesversと題するこの詩集には他に 9篇の詩（≪Arion≫，αLesVaines 

Danseuses≫，《Episode川《LeBois amical ，勺＂Intermede汽《Helene,la reine triste 汽《Orphee汽
《LaFileuse円《Baigneeりが収められている．

S) 1898年1月15日付けジッド宛書簡.Andre Gide et Paul Valery, Correspondance 1890・1942,

nouvelle ed. Peter Fawcett, Gallimard, 1955, p. 460. 
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である．また，夜の海辺に目覚めてから朝陽を迎えるまでの「一夜のあいだ

の意識の変化9）」を主題とする『若きパルクJ(1917年）にも，入眠時の意識の

微妙な推移を詠ったくだり（vv. 445-464）がある．さらに，『魅惑』（1922年）

所収のソネット「眠る女10）」およびそれと対をなす未発表のソネット「わが夜

…11）」では，後に詳しく見るように，眠る女を外から描きつつも『旧詩帖Jの

場合とは異なり，眠る女の内部へも眼差しが向けられることになる．

他にも若書きの詩のなかに眠る女の主題と関連するものが幾つかある12).

「神との姦通」（制作年不詳）と題するソネットは，妻が夢のなかで神と通じ

その名を呼ぶのを夫が眺めるという異色の作である．またボードレール風の

ソネット「白猫J(1889年）や四行詩五連からなる「幕開劇」 (1892年雑誌発

表）では，眠る女に擬せられた動物が詠われている．前者では「女っぽい猫」

が昼寝し後者では夜の水面に眠る「黒い白鳥」が「喪服姿の貴婦人」に重

ねられる．なお，中学時代の詩を収めた『カイエ・ド・セットJの一篇「死

体」（1886年）では，今は亡き速い昔の女性の眠りに想いを馳せている13).

また，晩年の愛人ジャン・ヴォワリエことジャンヌ・ロヴイトンに捧げられ

た詩を集めた『コロナ／コロニラJにも眠る女を詠った詩が散見される 14）＿詳

細に立入る余裕はないが，それらの詩に共通するのは眠る女が目の前にいな

いという点である．詩人は愛人の寝姿を実際に見ているのではなく，目の前

にいない「眠る女の幻」をさまざまに想い描く．

このようにヴァレリーの詩には，若書きの作（1か20代）から円熟期の代表

作（40-50代）を経て晩年の恋歌（60-70代）に至るまで，眠る女という主題の

g) Paul Valery, Tres au-dessus d’une pensee secrete : Entretiens avec Frederic Lゆvre,Editions de 

Fallois, 2006, p. 65. 

10）フロランス・ド・リュシーが明らかにしたように，この詩の源泉にはマラルメのソネット

「夏の悲しみ」がある．両ソネットは特にカトラン三節の女性韻の類似が著しい. Cf. Florence 

de Lussy, Charmes d'apres les manuscrits de Paul 均lery,Lettres Modernes 

1996, pp. 472-473. 

］］）同じくド・リュシーによれば，妻ジャニーに捧げられたこの詩は1900年に粗描されて以来，

1913年から1922年にかけて推敵され，一時『魅惑Jに収録される可能性もあったが結局未発表
のまま残された Cf.Ibid., pp. 40-42, 384. 

12）『旧詩帖jに収録されなかった若年の詩については CE,I, 1576-1611を参照．

13) Paul Valery, Cahier de Cette, Fata Morgana, 2009, pp. 57・58.

14）例えば次の詩篇，《Levreu sans仕opd’espoir ≫，《 Qua廿eheures du matin h《NocturneII ＇勺
《AMOUR,tuρars ... ≫，《 Balladea l’aube ≫，《 OBelle Personne ..・》.Cf. Paul Valery, Corona & 
Coronilla, Edition de Fallois, 2008.『ヴアレリー詩集コロナ／コロニラj，松田浩則・中井久夫共

訳，みすず書房， 2010.



さまざまな変奏が兎られる

II.探る女を見る二つの視点、

( 1)外から見る

はじめに述べたようにヴァレリーの詩には，底る女を外から見る場合と罷る

入自身が賦りにつく岳分を内から見る場合のごつがある．

まず眠る女を外から見る場合，その接点は蹴る女を描く語家のものに近い．

実際，この主題は絵画に野んで描かれるが，その際最も弁別的な棒犠の一つ

は着衣か棟体かという点である．この点に照らしてヴァレリーの詩を見れば，

窓辺に腰掛けて夢みる「糸紡ぎの女15)Jと「眠れる森Jの援母戴は特に衣眼に

関する描写はないが務衣と想、議されるのに対しその龍の詩に詠われる鼠る

女はみな裸体かそれに近い状態である．「バレエ16）」では f験の下の瑞々しい

裸体J(v. 7）という形で間接的にあらわな女体が喚結される．？夏17）」で拭「壷

のように藩々しい肉体j杖おという表現のほか，草稿には「裸の少女j

l'enfant nue18Jと されている．娼繕「アンヌ」（α，I,89-引）は「シ
ツと混ざり合ってj以 1）寝ているが，競は務ていない雀「よりいっそう裸j

(v. 3わであるのは「夜明けの光jがその裸体を照らし出すからだろう．また

fわが夜…J（伍， I,1664）では「清らかな脇麗j以 1），「生暖かい肩j以2)'

「琉泊色の胸J(v. 12）といった表現かち練に近い状態と想、復される，『魅惑j

の f眠る女J（α，I, 121・122）でも，「金色の堆讃jは9）という表現が光輝く
紫凱を喚起しさらに［お援を片腕が覆うjほ 13）という表現が逆にその他

には肌を覆うものがないことを培示する19）.このようにヴァレリーの描く甑る

1がこの詩はクールベの《罷る糸紡ぎの女》 (1853）から着想、を得たと言われる.Cf. Jean Dubu, 

《Valeryet Courbet : Origine de “LaFileuse”沙，Revued’'Histoire litteraire de la France, 65e annee, 
n° 2, 1965, pp. 23~ド243.

16l Cf.信uvres,2 vol., Gallimard，《Bibliothequede la Pleiade ≫, 2002 [1957] et 2000 [1960] [1'.l:f 

CE, I, Eと絡す］, vol. I, p. 1596. 

出「夏Jは1896年 r＇レ・サントール J誌に初めて謁載されて以来全5節であったが， 1942年『詩
集jに再銭される際，新たに6鰯を加え全日書告となった．プレイヤード毅 f作品集』（CE,I, 85-
86）は全5節，ガリマール・ポエジー叢書 （Poesies,Gallimard，《 Poesie汽 2001[1966], pp. 22側
24）は全日節の版を探用しており，本稿では後者に依る．

18）弘知1sII. f' 68 （フランス密立関欝館所蔵 ns詩鱒HJ爵連草稿）
掛この表現はジョルジ沼…ネの〈眠れるヴィーナス》の左腕を想、却させる.Cf. PiemトOlivier

Walzer, La Poesie h 均tery,Geneve, Sla泳ineReprints, 1966 [1953), p. 269盈 またヴァレリーの
「眠る女jとヴァチカン美術鵡所蔵の彫像《眠れるアリアドネ》との関連も指摘される. Cf. 
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女は，多くの場合課棒をさらけ出しており，眠る女の裸f本語を想起させる．

また外から見る場合，眠る女の身体部位が細かに諾写される．「夏jの第10

館（vv.‘ 37-40）では，まず「脚jに雄日しさらに括弧を付して f片縛はひん

やりと冷たく，もう片方の欝犠色の騨と絡まっていたのがはどける」と細部

の動きまで描き，さらに「清jf鞠JI腕JI頬Jなどの各部位に注意を向かわ

せた後．「ほの暗い壷jという表現で瞬体を示し「そこに獣に充ち溝ちたざ

わめきがしみ込むj伐 41）と続く．採る女体のなかに獣じみたものが入って

ゆくのである．このように身体部位を列挙しながら誌のかにエロスが喚起さ

れる，また「アンヌjでは，第1節「繋が怒っているJ一方「眼は開き切ら

ないJ(v. 2）とあり，眠っているのか半分自覚めているのか竣味な状態に置か

れた後，第4節では「片腕から手が一つだらりと落ちるJ(vv. 14-15）や「人

間的なものから切り離された指J(v. 16）というように身体部設がまるでバラ

バうな物体で品るかのように描かれ ふと女は死んでいるのではないかと思

わせる実際，第7節から第9節にかけて娼婦アンヌと男たちとの肉体の交

わちの場闘を差し挟み，最終4節で眠る女の死を匂わすことによち，エ口ス

の犠牲となって死んだ娼婦のイメージが呼ぴ組こされる20）.ちなみに草稿に

は，この性愛と死の結びつきがより暴力的な形で現れており，例えば f蜜蜂

のように死に絶えながら殺すJ≪ Tuent en mou悶 itcomme l'abeille悼というイ

メージや， f刀が落ちる一頭が転がる一首切られてJ≪ Le glaive tombe -La tete 

roule -decapite悼というように新首のイメ…ジまで見られる21). なお，このエ

口スとタナトスの主題は後に『魅惑jのー麓「見せかけの死女jに引き継が

れることになる．

このように眠る女を外から見る視点からは，はのかな裸体の喚起にはじま乃

設しい性の交わり るまで，さまざまな喪合いのエロスがタナトスの影を

伴って表現されている．

Serge Gaubert，《 LaDormeuse ≫, Charmes de Paul ぬlery: Six lectures, l'Universite de Rouen, 

1995, p. 21. 

20l rアンヌjは1900年『ラ・ブリューム』誌に繍載された会6鯖の販から， 1920年目日詩結i
に絞銭怒れた全9節の援を軽て， 1926年の『！日詩帖j再読以降全日節に膨らんだが，この最終

段階で肉の交わりを接く三節（第？”9節）が挿入され，詩にその背畿と物語性が付与されること
になった．

21i A弘4ms,f' 157 （フランス顕立密書籍所載 mi詩帖J関連草稽〉
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( 2) （眠る女を）内から見る

地方，ヴァレリーの詩には，罷る人自身が眠る自分を観察するという内から

の視点もある. wアガーけは，講習、の段轄では「眠りの聖女22)Jとされるよ

うに女性であったが，後に fテスト氏の夜の内部に相当する」と詩われるよ

うに必ずしも女性である必要はなくお，最襲稿には一人称の「私jが女性であ

ることを示す文法上の指標はない. wアガート』とはいわば，自民る女という主

粗から女性性および身体性を切り捨て， もっぱら睡鼠持の顕の中を探求しよ

うとしたものである24）＿「注意力の人jテスト氏会受継ぐアガ…ト以，眼りと

いう意識の及ばない領域にあくまで意識を保ったまま降りてゆくという不可

離を金てる．例えば1915年の fカイ には I§覚めたまま眠る入の物語j

≪ Le conte du dormeur eveille持（C,V, 731）という言葉が見られるが， Iアガ一

日本文の次のような表現一一「そのとき私は鼠る人に叡ているだろう，た

とえその姿を少しも模数しなくてもJ≪ Alors ressemるlerais鴫耐

si je ne l'imitais point.持（仁E,II, 1389）；「蹴る入とは異なり，私は明断なまま

〔眠ちに〕身をゆだねるJ≪ autre que le dormeur, je m’abandonne clairement.沖

(CE, II, 1390) ; Iこの漂流i久夢とは違った仕方で，私の望むだけ眠りの路密

に造るj制 Cettederive, differente d’un songe, approche tant que je veux des 

secrets du sommeil持（α，II,1391）ーーは，まさしくこの「目覚めたまま眠るj
不可能な試みを言い表している．結局『アガ…ト』の実験は未完に務わるが，

きバルクjは『アガーりが切り捨てた女性の肉体を政

り戻しつつ再び「眠りの秘密Jに迫ろうとする． ド・リュシーが明らかにし

たようにお，『若きバルクJ草稿には， f大いなるわが魂誌〔…〕意忘で織られ

22l rアガーけの草稿（AGms,f' 109）に見られる表現 Cf.Paul Valery, Cahiers 1894・1914,12 
vols. parus, Gallimard, 1987必012,vol. II, p. 224, note 2 (p. 363). 

23) 1912年6月20日付けジッド議書簡.Andre Gide et Paul Valery, Correspondance 1890-1942，必‘
cit伐， p.701今 また逆に，これをテスト氏の女性化とみる見方もある.Cf. Hiroaki Yamada, 

αMasculin I Feminin, ou comme誠詑veun hyst長riquem主le≫,Remane鉱 es,n° 4/5, juin 1995, 
pp. 221・229.

24）この点で，切断した自身の乳房を捧げ持つ f療アガート.I（スルパラン爾）との関連が指摘
される．松盟i告別「fアガート』、あるいは、夜の綴J，『ボ…Jv.ヴァレワ－ rアガ一日訳・
注解・論考j恒JI（邦夫編，筑摩書房. 1994,p. 150および、塚本昌則「眠りの構築J.I司書，p.177, 
185 （設31)を参照のこと

25) Florence de Iλ1ssy, La gene.宮ede 

moderロes,1975, pp. 38-39. 
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た眠りの奥底まで／自分が完全に明瞭なまま誇りてゆくのを見たかったJ≪Ma 

grande Ame i…］ I Jusqu’au fond d'un sommeil trame de volon総ISe voulait voir 

descendre a sa pleine clarte持という詩句や， f私は鼠ちへと明黙なまま蜂りて
命きたかった した筋道を辿って／ぞれなのに眠ってしまった」棋 Je

voulais au sommeil・descendrelucide I par une suite I Mais je me suis 

endormie持という表現が見られ26）’アガートの不可能な試みが実現不可能なも

のとしてバルクに引継がれたことが分かる．

ところで『テスト長jと f若きバルクjと？アガーけには．入議時の意識

に関して，それぞれよく知られた表現がある．テスト氏は「私は存在しつつ，

私を見つつあり，患を見る患を見つつあり，以下関様…J棋Jesuis長tant,et me 

voy：鉛t; me voyant me voir, et ainsi de suite ..・≫ (CE, II, 25）と述べ，バルクは

f私を見る私を私は見ていたJ≪ Je me voyais me voir ≫悦35）と言う．またア

ガ…トは皆頭 f考えれば考えるiまど私は考える」棋Plusje pense, plus je狩nse持

と語り出す．同じ語句の反後によりいわば「競jに向かう意識のありょうを

これらの表現はしばしば丈緩から離れて引用されるが，それらがいずれ

も入限時の替葉であることを忘れてはならないだろう．これらの言葉は覚書室

状態において発せられたもので誌なく，むしろ眠る寸前，妻子応なく意識が消

えてゆくなかで反穫が反復とも感じられなくなるような半種半党の状態で発

せられた言葉なので為るーそしてそこに表現されるのは，載る人自身の内部

へ向かう眠薬し刻々と眠りに滞ちゅく自分を最後まではっきり見届けよう

とする消えゆく意識の内なる眼差しにほかならない．

このように眠る己を内から見る視点からは，テスト氏とアガートとバルクに

通農する↑生蓋の別を韓えた意識のありょう，つま与眠りの持誌を解き明かす

べく自らの課界に臨む意識が静かび上がる．

(3）眠る女の外と内

これまで眠る女をタさから見る絵調的な捜点と，張る人自身が眠る自分を内か

ら見る内省的会視点の二つを分けて考察してきたが，ヴァレリーの詩を持系

列に挑めた場合，この視点の問題と関連して興味深い事実が浮び上がる.r旧

2ill JPrns I, f' 13-14; III, f' 10 （フランス国立臨書館所臓『若きバルクj慈論）



詩帖j所収の詩西篇 ff糸紡ぎの女Jr張れる森J「夏J「アンヌJ）では，いず
れも張る女が外から眺められ，その内部へと注意が向かうことはほとんど之よ

いよにこれらの詩に泣…入称の「私Jがまったく現れないという特識があ

る．つまり詩人法姿を穏したまま眠る女を外から描いているのである．ぞれ

に対して fアガ…トjと『若きパルクjでは，限る入自身が…人材、で語ち，

絞りにつく自分を内から観察する．そして f譲る女J(ij魅惑』）および、「わが

夜…Jでは，眠る女を外から描きつつも， fl日時帖jの場合とは異なり，それ

を見る「私jが擦を現すとともに眠る女の内部へと誤差しが向けられること

になる27).

〈外から見る〉とく内から見る〉というニつの視点はそれぞれ絞る女の表面

と内面に持応する．眠る女とはいわば絵に描くことのできる美しく官能去さな

と甑りの神秘に詰まれた謎めいた深震を兼ね構えた帯在であり，この二

重性という点で， f罷る女Ja魅惑j）と fわが夜…Jは努対照をなす．

≪ La Dormeuse 沙

Quels seer惚 danssonc側 rbrule ma jeune ainie, 

Ame par le doux masque aspirant une fleur ? 

De quels vains aliment芭鵠naivechaleur 

Fait ce rayonnement d’une femme endormie ? 

Souffle，事onges,silence, invincible accalmie, 

Tu triomphes，δpaix plus puissante qu’un pleur, 
Quand de ce plein sommeil l'onde grave et l冶npleur

Conspirent sur le sein d’une telle ennemiゑ

Dormeuse, ainas <lore d’ombreset d’abandons, 

Ton repos redoutable est charge de tels dons, 

0 biche avec langueur tongue aupr＇的d’unegrappe,

Quemalgre l’むneabsente, occupee aux enfers, 

Ta forme au ventre pur qu’un bras fluide drape, 

Veille ; ta forme veille, et mes yeux so鉱 ouverts.

27）ローラーは ri日終結iから f魅惑jを分つ指壌を f§己認識jあるいは「告分への皮肉j
self-ironyに見出している． また，〈眠る女〉の主題令官能性volupt告と意志、volont•誌の土面から捉

え，両者が融合すれば f制御されたょにロティシズムjが，相反すれば f農需のこもった自己認
識jが生じるとしている‘ Cf.JamesIぷ.wler,op. cit., pp 159-160, 164. 
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In震る女28)J 

どんな秘奮を心のなかに燃やしているのだろう、

私の若い恋人、甘い援額で花の香を吸う魂は？

どんな空虚な纏によってその体の白熱な熱は

蹴る女のこの鰹きを生み出しているのだろう？

恵、、夢、静けさ、びくともしない眠りの凪、

勝ち誇るものよ、おお棋に勝る安らぎよ、

この満額の畿りの重たい波と豊かさが

このような散の胸に息を合わせて謀る時には。

眠る女よ、身をまかせ簡をたたえる金色の堆犠よ、

おまえの恐るべき休らいがこれiまど葱みiこ詰まれておれば、

おお欝懇の傍にながながとけだるく身を伸べた牝捷よ、

たとえ魂はここになく、地裁にかかりきりでも、

流れるような片織が請らかなお麗を覆うおまえの形は

民党めている、おまえの形は自覚めたまま、私のBiま関かれたまま。

f魅惑』のなかで唯一の定型ソネット (12音綴）「眠る女jは，まず眠る女棒

が自ら光を放っという意表そ突くイメージで始まり，最後にもう一つの驚き，

つまり眠る女の f形jは眠ゥていない， f形jiま目覚めて見接合ているという

逆説で締めくくられる．「眠る女jを見つめる詩人の眼差しは，野顕「どんな

都密を心のなかに」（v.1）とまずその内部に向けられ，次いで f魂jと「叡

ほ2），「忠jとf夢J(v. 5)' r金色jと f関J(v. 9）などの語を並置する
ことによって内と外の対比を際立たせた議，最終節では f塊はここになく j

(v. 12）と内面にはさほど関心を示さず，むしろ身体の「覚醒した形J(vv. 13・

14）に日を隙る．殺る女を見つめる眼差しは都宮、を隠す内面から党り輝く

耐へ推移している．飽方「わが夜…jと始まるソネットではどうか

お）「蹴る女jの強訳にあたり，堀口大拳，菱出修三，井沢義雄，鈴木種太郎，清水徹．中井久

夫諸氏の欝訳を参照させていただいた．



Ma nuit, le tour dormant de ton fl阻 cpuramene 

Un tiede fragment d’epaule pleine, peu 

Sur ma bouche, et buvant cette vivante, dieu 

Je me tais sur ma rive opposee a l'humaine. 

Touted’ombre et d'instinct amas総eamapeine, 

Chere cendre insensible aux fant6mes du feu, 

Tu me tiens a demi dans le pli de ton vreu 

0 toujours plus aるsenteet toujours plu器prochaine審

Et ce bras mollement ates songes m'enchaine 

Dontje sens m’ef fleurer le琵uidedessin 

De fraicheur descendue au velours d’une haleine 

Jusqu’ala masse d’ambre佼d’funede ton sein 

Oむperduque je suis comme clans une mere 

Tu respires i’enfant de ma seule chimere. 

わが夜よ、おまえの滑らかな脇腹が寝返りをまIてば

ふくよかな辱の生嘆かい断片が、かすかに

日iこ鍾れそうで、この主主身の女を飲みつつ、神さながら

私は黙ってこちら岸から女人の岸と向かい合う。

苦しをr私のまえにこんもりと本能と爵を身にたたえ、

火の約影も感じてくれないつれない愛しい灰よ、

主まえの願いの襲のなか私を半ば引き儲める
ひと

おおますますここに罷ないのにますます間近な女よ。

そしてその腕がやわらかにおまえの夢に私をつなげば

この身にそっと触れているその流れるような総務の

ひんやりとした惑触にピロードの怠があわさって

魂と読ま容を集めたおまえの鵜まで韓りてくる

その胸元で私は母に誌かれたように我を失い

おまえはわが唯一の幻の予を呼吸する。

同じく 12膏額詩句からなるこのソネットでは，議る女と「私Jの関係が詩の

ごよかで変化するという点が興味深い．冒頭，「私Jは眠る女に対して人間の女

に黙って対持する「神Jの泣置に為る（vv.3-4）が，最後には「母jの壌で我



~~no 1:'1:t..P'G.ZGtto. DRo ~J!"?&'Jolllt~L,i, i-f rt'#-G 
il•'/;tOO,~J (v. 1) -? r~O)~fJ~il•v\ltlfff J (v. 2) t v\·:d:: § ':J!.Zf9!kho;: t 
O)'e ~ o !t'f*t: îriHt G ho iJ!, ~2iîJ'e 1± rlfiJJ t r*ff~J (v. 5) O)~fH: J:: 0 
-c DRo :!,(O)J*JITfi iJ!lft ~ n. ~ 3 w O)~iJ!-? t> G n·~: J3 i .z t:f.1 ~ "'.) 

'l:t <"J Cv. 9) ~~~.é: t L -C~O)iltW.t:À IJ ~;.;.. :~UHîJ~:3lo-? rîi.J li UR 
o:!,(O)JlîiJê--rBJ:t:ftYil"hoiffi-=fO)J::-J t:§7t~J!9d (w. 13-14). ~AO)!ll 

Ll±llRo t,(O)~'f*O)*Ufiil• G l*JllfiO)~ i ti'0 LO)iltW"" t ilif$ L -Cv\o. 

o t:, ;: O)_ "?O)IJRo :!,(li, L < '§'n~é9'1:t*OO t ~ôbv•t::i*li t v•-? 
UR o :!,( 0) filüOO 0), G 11P.:Jï A..f$ff-9 o - "? O)~ ~ 1F L -C v \ o O) 'e à1> o. 

î!b tJ ':: 
*~'eli i-flJR~:!,(~~0 t:: i)' 7 v 1J -O)~~~tî Lt::l: 'e, ±1: (Yi-7J•G 

J!o) t (J*J7J•G ) t v•-) _"?O);fJi,é:7J•G, ij7V 1) -0)~-) ~ i ~-'i 

'l:tllRo :!,(~~~ Lt::. ij 7 V 1) - ~~T Lt::llRo t,(O)~)J li, 1::1' rtiiJt~ 
(}è 

0)-'i:ïJ rJ3J3 i-9i-t.::.::1:m'l:tv•O)t:i-ti-9fl!Hlî'l:tkJ::J (v. 8) t 
i.-•-? *:mt:~f.J ~ n~ t!. 0-?. m~ :!,(O):f:illO)/FfE t ~'f*O):fJ!wL m IJ 0)1$ 

~, t :!,('f*O)'§'ij~·ti. ~-9 o ':~·ti t mMi ~ IWJ~~:i@J~ G-tt ~;: ~ ;: ~. 

~A~~ ~H~t-c~ i 'l:tiJ•0t::1h O)'eli'l:tv•t.:0-) iP. 

M:1f,:, llRo t v\-? ±.:JmiJtij 7 v 1J -O)f'Fo~t::Bv\-C t'O) J::-) 1:ilf$ L-C 

v• 0 t::7J•t: "? v•-C- ~ 19!kn -C J3 ~ t:: v•. nB~ljlùj .PJf ~XO)~[lQlî t:tâ'iil•ttt::UR 

o3clh•-ftt'h (IJRIJ) J:: IJ 1h <k> t:li:,é:iltllil•tt-Cv•~. 1)'7 v 1J-W 
if.JtijO)fê:1t. v\:b~o r~.:i:./ij70)~j ~~-Ci!fil"ht:: rY:ff-rJ li, 

1! ~= <:!,(> ~1;1] 1J ~-c-c <m 1J > t:. ~t ~11Bll L J:: -J t L t:: <t 0)-e à1> o. rtr ~ 
J~Jv7 J t r~~J O)r;{O)~--r1i <m 1J > t <k> iJ!IWJ~O)li:fi.~ <t 0 -c*5 
cf"'.) "• .. n • o t .z J:: -? . ~ n -e li~ 0) 1f t· -J 'l:t 0 tdP. fi x ~ Jv 7 7 

«Y r IHlïlJî r lit:&? t: DR IJ iJtà1> ~ t!.J:d J t v•-) -)(-etlâ i o 7Jt, ;: ;: 

'e~Ail!'*lfiP~t~#rf.tt'bl±-? (llRok) 'el±'l:tv\. ri*4 èllR0t::!ltJJ~J::J 

r 1:.llliJ· < ti-? il•'l:t:!t J:: J r if&~ m t:.:: &? t::~rJ J:: J t '* tlil .. ~t o ffPf.1± l3 7t 
§!;O) r'f*J t:,in•'l:tG'l:tv•. ~Al±IJRoêO)'f*l:;:")~if~. rf.10)~!±J3i 

29
> Paul Valéry, Alphabet, éd. Michel]arrety, Le Livre de Poche, 1999, pp. 43-44. 



;t ~ wH: VC?Jkcf}.~ < Lx 7'd: v•. fl. 1± .t3 i x 0) .L': ~ ~ Jffi &? ~, fl. t: tiïô•?'d: 

t? ~!3 i x O)__t,:J. .:: titi i ~ L < 7- Jv ~À 0)~1: ~ ~. .:: '1 Ve cf}.~ t 
(~~ -k) t v• '1 ±:tmiillt~fl{,H: (~~ ~ t ~Xit: ~ tL 't"~ < t ~ x J: '1. 

C"J?:f~*~*~ll'Jet.ïf ±î~J!JJ~flE) 

Le thème de la dormeuse dans la poésie de Paul Valéry 

Si le sommeil est l'une des obsessions intellectuelles tenaces de Valéry, qui 

s'est inlassablement attaché, comme en témoignent ses Cahiers, à retracer cet 

effacement de la conscience, la dormeuse est un thème récurrent de sa poésie. 

Toute sa carrière poétique, de sa jeunesse à sa vieillesse en passant par sa 

maturité, déroule de nombreuses variations sur ce thème. Ses dormeuses sont 
vues tantôt de l'extérieur (le nu pictural), tantôt de l'intérieur (elles se voient 

s'endormir). Dans I'Album de vers anciens («La Fileuse»,« Au bois dormant~>, 

« Été » et « Anne ») le poète se met en retrait pour décrire les dormeuses d'un 

point de vue purement extérieur. Dans Agathe et La jeune Parque, c'est, à 

l'inverse, le « je » qui s'endort et qui veut descendre dans le sommeil avec 

lucidité, poursuivant l'impossible désir de dormir éveillé. Ces perspectives 

s'unissent dans« La Dormeuse» (Charmes) et« Ma nuit», deux sonnets qui se 

font pendant : le poète observe une femme endormie mais, à la différence des 
pièces d'Album, il en sonde l'intériorité en se dévoilant comme « je ». Le charme 

de la dormeuse réside, semble-t-il, dans la présence de sa chair voluptueuse et 
dans l'absence mystérieuse de sa conscience, présence et absence conjointes qui 
excitent à la fois l'intelligence et la sensualité valéryennes. 
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